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平成２７年度決算の状況
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損益の状況

コア業務純益、経常利益、当期純利益は過去最高水準であった前年度比で減益となり
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「コア業務純益」とは？

一般企業の『営業利益』に相当する指標であり、銀行の基礎的な収益力を示します。

＜コア業務純益・経常利益・当期純利益の推移＞

ましたが、引き続き高水準を確保しました。
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前年度比

預金等 52,158 52,817 53,431 ＋614

うち個人預金 32,704 33,284 33,483 ＋199

グループ預り資産残高 4,370 4,639 4,649 ＋10

うち本体預り資産残高 3,747 3,576 3,334 △242

うちいよぎん証券 622 1,062 1,315 ＋253

預金等＋グループ預り資産残高 56,528 57,456 58,080 ＋624

貸出金 37,253 38,699 39,111 ＋412

うち個人融資 9,183 9,314 9,603 ＋290

26/3末 27/3末 28/3末

預金等・貸出金・預り資産残高の状況
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預金等残高
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「預金等」「貸出金」は引き続き増加しております。

預金・貸出金とも１9年連続増加は
全国の銀行で当行のみ

（単位：億円）
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預金等の状況

＜愛媛県内預金残高 当行シェア（２８/３末）＞

（注）銀行・信用金庫でのシェア

５割超 のシェア

「預金等」残高は、５兆３，４３１億円 （前年度比＋６１４億円） となりました。

愛媛県内の
お客さまが

約８割

近畿、東京・名古屋、海外を除く

瀬戸内圏域では約９割

＜当行預金等残高地区別構成比（２８/３末）＞
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貸出金の状況

＜当行貸出金残高地区別構成比（２８/３末）＞ ＜愛媛県内貸出金残高当行シェア（２８/３末）＞

「貸出金」残高は、３兆９，１１１億円 （前年度比＋４１２億円） となりました。

約４割 のシェア

（注）銀行・信用金庫でのシェア

愛媛県内の
お客さまが

約６割

瀬戸内圏域では約８割
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開示不良債権の状況

804
825

758 713 667

2.18% 2.18%
1.96% 1.77% 1.64%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

0

200

400

600

800

1,000

24/3 25/3 26/3 27/3 28/3

開示不良債権は、額・比率とも 減少傾向

＜開示不良債権額・比率推移＞

健全性の目安となる「開示不良債権比率」は、１．６４％と引き続き低い水準を維持

しております。（地方銀行平均 ２．２０％）

引き続き経営改善へのご支援に努め、不良債権の削減を目指します。

（億円） 開示不良債権額 開示不良債権比率

「開示不良債権」とは？

金融再生法により、一定の基準に基づき、金額の公表が義務付けられている債権です。
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有価証券評価益と自己資本比率の状況

「有価証券評価益」は２，１７７億円と地銀トップクラス を維持しております。

「連結総自己資本比率」も １５．４２％と高水準で、健全性は十分です。
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＜有価証券評価益（単体）の推移＞ ＜連結総自己資本比率の推移＞

規制で求められている
8.625％を十分に上回る
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財務面の特徴（２7年度）
地銀平均と比較して健全性は十分な水準にあります。

今後も、収益性、成長性のさらなる向上を目指してまいります。

地銀平均＝50
当行

当行実績：2,260億円

地銀平均： 767億円

当行実績： 6.84％

地銀平均：11.07％

当行実績： 9.25％
地銀平均：11.41％

当行実績：▲4.79％
地銀平均：▲0.68％

当行実績：59.79％
地銀平均：70.44％

当行実績：6.40％
地銀平均：6.71％

当行実績：0.50％
地銀平均：0.37％

成長性健全性

収益性

預金等平残増加率（過去３年）

貸出金平残増加率（過去３年）

コア業務粗利益増加率（過去３年）

ＯＨＲ（経費／コア業務粗利益）

ＲＯＥ（株主資本ベース）

有価証券評価益（連結）

不良債権比率（金融再生法）

当行実績：1.64％

地銀平均：2.20％

ＲＯＡ（コア業務純益／総資産）

＜地銀内における偏差値＞
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２８年度の「コア業務純益」は２５０億円、 「当期純利益」は２１０億円を見込んでおり

ます。

２８年度の利益予想

＜28年度（単体）業績予想＞ （単位：億円）

前年同期比

コア業務粗利益 429 805 367 △  62 740 △  66

うち資金利益 396 740 334 △  61 673 △  68

うち役務等利益 27 52 29 ＋ 3 59 ＋ 6

経費（△） 241 481 247 ＋ 6 490 ＋ 8

コア業務純益 187 323 120 △  68 250 △  74

信用コスト（△） 7 18 14 ＋ 7 23 ＋ 5

経常利益 222 381 130 △  92 310 △  72

当期(中間)純利益 143 240 85 △  59 210 △  31

経常収益 536 1,018 465 △ 71 960 △  58

28年度年間予想27年度年間実績

中間期実績 前年度比中間期予想


